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【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・1 年次
【担当教員】

藤田 慎也

【授業目標・教育方針】
線型代数学の基礎概念を理解することを目標にする。　高専数学で学んだ線形代数の知識に厚みを加えたい。

【授業概要】
1．数ベクトル空間
線型独立性、基底、部分空間の概念について学ぶ。
2． 行列
行列の性質、線型写像の性質、行列と線型写像の対応等について学ぶ。
3．行列の基本変形
行列の基本変形を用いて逆行列、行列または線型写像の階数、一般の連立 1 次方程式の解を求める方法について学ぶ。
4．行列式
行列式を多重線型性などの性質を満たす関数として定義した後、具体的な表現や計算方法を学ぶ。
5．線形代数とその応用
線形代数的手法を用いた組合せ論的話題など、関連するいくつかのトピックを紹介し、線形代数の応用を学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：　笠原皓司　著　「線形代数学」　 サイエンス社
線形代数学の教科書は豊富にある。そのレベル、対象とする学生 ( 理学系、工学系など ) も様々である。書店や図書
館で実際に本を開いて自分にあったものを参考書にしてほしい。

【メッセージ】
線型代数は微分積分と同じく理工系分野の基礎を成します。計算だけでなく、概念の理解も大切です。　自分でよく
考えることを心がけましょう。質問はいつでも ( 時間があれば ) 受け付けます。積極的に学んでください。

【備考】
学科科目「数学Ｂ」で学んだ線形代数の教科書を一通り復習しておくこと。数学Ｂで学んだ内容と重複する部分につ
いては授業での解説を省略することがある。また、授業計画において、対応する教科書の全てのページを網羅的に解
説することは授業時間の都合上不可能なので、復習のみならず自主的に学習する姿勢が望まれる。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：線型代数学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 3 数ベクトル空間 1 次独立性、基底、部分空間
4 ～ 6 行列 線型写像の性質、線型写像と行列の対応、階数
7 ～ 8 基本変形、連立 1 次方程式 基本変形を用いた階数および逆行列の計算、解を持つ

ための条件および解法
9 ～ 10 行列式 行列式の定義と性質、余因子、展開公式、クラメルの

公式、正則性や階数との関連
11 ～ 14 線形代数とその応用 線形代数的手法を用いた組合せ論的話題など線形代数

の応用例について
15 定期試験
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